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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）及び（Ｅ）：
（Ａ）２５℃で液状のパーフルオロポリエーテル　　０．０１～２０質量％、
（Ｂ）カルボシロキサンデンドリマー構造を側鎖に有するビニル系重合体　　０．１～２
０質量％、
（Ｃ）一般式（１）
【化１】

（式中、Ａはメチル基、フェニル基及び一般式：－Ｃ3Ｈ6Ｏ（Ｃ2Ｈ4Ｏ）a（Ｃ3Ｈ6Ｏ）b

Ｒ’（Ｒ’は水素原子、アシル基及び炭素数１～４のアルキル基から選択される基を示し
、ａは２０～５０の整数であり、ｂは２０～５０の整数である）で示されるポリオキシア
ルキレン基から選択される基を示し、Ｒはメチル基又はフェニル基を示し、ｍは１５０～
１０００の整数を示し、ｎは１～２０の整数を示す。ただし、分子中のＡのうち、少なく
とも１個はポリオキシアルキレン基を示す。］
で表される高重合ポリエーテル変性シリコーン　　０．０１～２０質量％、
（Ｄ）２５℃で液状であり、かつ溶解度パラメーターが１６．５以上の不揮発性油　　０
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．１～１０質量％、
（Ｅ）揮発性のシリコーン油　１～６０質量％
を含有し、成分（Ａ）及び（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）が、０．０５～２００である
油中水型乳化化粧料。
【請求項２】
　成分（Ｂ）において、カルボシロキサンデンドリマー構造が、次式（５）
【化２】

（式中、Ｚは２価の有機基であり、ｐは０又は１であり、Ｒ11は炭素原子数１～１０のア
ルキル基又はアリール基である。Ｘ1はｉ＝１とした場合の次式で示されるシリルアルキ
ル基である。

【化３】

（式中、Ｒ11は前記と同じであり、Ｒ12は炭素原子数２～１０のアルキレン基であり、Ｒ
13は炭素原子数１～１０のアルキル基であり、Ｘi+1は水素原子、炭素原子数１～１０の
アルキル基、アリール基及び上記シリルアルキル基からなる群から選択される基である。
ｉは該シリルアルキル基の階層を示している１～１０の整数であり、ａiは０～３の整数
である。））
で表される基である請求項１記載の油中水型乳化化粧料。
【請求項３】
　成分（Ｂ）及び（Ｃ）の質量割合（Ｂ）／（Ｃ）が、０．０５～１００である請求項１
又は２記載の油中水型乳化化粧料。
【請求項４】
　成分（Ａ）が、平均分子量５００以上、５０００以下である請求項１～３のいずれか１
項記載の油中水型乳化化粧料。
【請求項５】
　成分（Ａ）及び（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（Ｄ）が、０．０５～３０である請求項１～
４のいずれか１項記載の油中水型乳化化粧料。
【請求項６】
　さらに、（Ｆ）疎水化処理粉体　０．１～４０質量％を含有する請求項１～５のいずれ
か１項記載の油中水型乳化化粧料。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油中水型乳化化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カルボシロキサンデンドリマー構造を有するビニル系重合体は、良好な使用感と表面保
護性が得られ、持続性を向上させるため、種々の化粧料に用いられている。例えば、特許
文献１には、カルボシロキサンデンドリマー構造を有するビニル系重合体、溶解度パラメ
ーター１６．５以上の液状不揮発性油剤を含有する化粧料が記載され、乳化安定性が良好
で、のびが良く、べたつきが少なく、皮膜感などの違和感が少ない使用感で、毛穴の凹凸
を目立たなくし、化粧持続性が良好で、経時での小じわ、毛穴などの凹凸の目立ちやよれ
が起こりにくいことが記載されている。また、特許文献２には、デンドリマー型シロキサ
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ン構造を有するアクリルポリマー、パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシルを含有する
化粧料が、低温安定性が高く、化粧持ちや使用感に優れることが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１８６１２号公報
【特許文献２】特開２０１０－１４３８３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、本発明者は、カルボシロキサンデンドリマー構造を有するビニル系重合
体を含有する化粧料は、肌に塗布した後、肌に乾燥感を与えるため、粉っぽく見え、艶が
得られないという課題を見出した。また、肌への密着性にも課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者は、カルボシロキサンデンドリマー構造を側鎖に有するビニル系重合体、不揮
発性油及び揮発性油を含有する油中水型乳化化粧料において、特定のパーフルオロポリエ
ーテルと高重合ポリエーテル変性シリコーンを特定の割合で組み合わせて用いることによ
り、上記課題を解決した油中水型乳化化粧料が得られることを見出した。
【０００６】
　本発明は、次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）及び（Ｅ）：
（Ａ）２５℃で液状のパーフルオロポリエーテル　　０．０１～２０質量％、
（Ｂ）カルボシロキサンデンドリマー構造を側鎖に有するビニル系重合体　　０．１～２
０質量％、
（Ｃ）一般式（１）
【０００７】
【化１】

【０００８】
（式中、Ａはメチル基、フェニル基及び一般式：－Ｃ3Ｈ6Ｏ（Ｃ2Ｈ4Ｏ）a（Ｃ3Ｈ6Ｏ）b

Ｒ’（Ｒ’は水素原子、アシル基及び炭素数１～４のアルキル基から選択される基を示し
、ａは２０～５０の整数であり、ｂは２０～５０の整数である）で示されるポリオキシア
ルキレン基から選択される基を示し、Ｒはメチル基又はフェニル基を示し、ｍは１５０～
１０００の整数を示し、ｎは１～２０の整数を示す。ただし、分子中のＡのうち、少なく
とも１個はポリオキシアルキレン基を示す。］
で表される高重合ポリエーテル変性シリコーン　　０．０１～２０質量％、
（Ｄ）２５℃で液状であり、かつ溶解度パラメーターが１６．５以上の不揮発性油　　０
．１～１０質量％、
（Ｅ）揮発性のシリコーン油　１～６０質量％
を含有し、成分（Ａ）及び（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）が、０．０５～２００である
油中水型乳化化粧料に関する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の油中水型乳化化粧料は、肌への密着性に優れ、艶のある仕上がりが得られ、時
間を経ても密着性を維持するとともに、色移りしにくいものである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
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　本発明で用いる成分（Ａ）のパーフルオロポリエーテルは、２５℃で液状のものであり
、重量平均分子量が５０００以下が好ましい。また、２５℃の粘度が５～５０００ｃＳｔ
であることが好ましい。
　パーフルオロポリエーテルとしては、下記一般式（２）
【００１１】
【化２】

【００１２】
（式中、Ｒ1、Ｒ3、Ｒ4及びＲ5は、同一又は異なって、フッ素原子、パーフルオロアルキ
ル基又はパーフルオロアルキルオキシ基を示し、Ｒ2はフッ素原子又はパーフルオロアル
キル基を示し、ｄ、ｅ及びｆは分子量が５００～５０００となる０以上の数を示す。ただ
し、ｄ＝ｅ＝ｆ＝０となることはない。ここで、カッコ内に示される各パーフルオロアル
キレンオキシ基はこの順で並んでいる必要はなく、またランダム重合でもブロック重合で
も構わない）
で表わされるパーフルオロポリエーテルが好ましい。
　このようなパーフルオロポリエーテルとしては、例えば一般式（３）
【００１３】
【化３】

【００１４】
（式中、ｇ及びｈは分子量が５００～５０００となる数を示し、ｇ／ｈは０．２～２であ
る）
で表わされるＦＯＭＢＬＩＮ　ＨＣ－０４（重量平均分子量１５００）、ＦＯＭＢＬＩＮ
　ＨＣ－２５（重量平均分子量３２００）（以上、ＳＯＬＶＡＹ　ＳＯＬＥＸＩＳ社製）
や、一般式（４）
【００１５】
【化４】

【００１６】
（式中、ｊは４～５００の数を示す）
で表わされるデムナムＳ－２０（重量平均分子量２７００）、デムナムＳ－６５（重量平
均分子量４５００）（以上、ダイキン工業社製）等の市販品を用いることができる。
【００１７】
　成分（Ａ）のパーフルオロポリエーテルは、撥水・撥油性、化粧持続性の点から、重量
平均分子量が５００以上であるのが好ましく、１０００以上がより好ましく、５０００以
下が好ましく、４５００以下がより好ましい。ここで、重量平均分子量は、動粘度測定法
で測定した値である。
【００１８】
　成分（Ａ）は、１種又は２種以上を用いることができ、撥水・撥油性、化粧持続性の点
から、含有量は、全組成中に０．０１質量％以上であり、０．１質量％以上が好ましく、
１質量％以上がより好ましく、２０質量％以下であり、１５質量％以下が好ましく、１０
質量％以下がより好ましい。また、成分（Ａ）の含有量は、全組成中に０．０１～２０質
量％であり、０．１～１５質量％が好ましく、１～１０質量％がより好ましい。
【００１９】
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　本発明で用いる成分（Ｂ）のカルボシロキサンデンドリマー構造を側鎖に有するビニル
系重合体において、カルボシロキサンデンドリマー構造としては、次式（５）で表される
基が好ましい。
【００２０】
【化５】

【００２１】
　式中、Ｚは２価の有機基であり、ｐは０又は１であり、Ｒ11は炭素原子数１～１０のア
ルキル基又はアリール基である。なかでも、Ｒ11は炭素原子数１～３のアルキルが好まし
く、メチル基がより好ましい。Ｘ1はｉ＝１とした場合の次式で示されるシリルアルキル
基である。
【００２２】

【化６】

【００２３】
　式中、Ｒ11は前記と同じであり、Ｒ12は炭素原子数２～１０のアルキレン基であり、Ｒ
13は炭素原子数１～１０のアルキル基であり、Ｘi+1は水素原子、炭素原子数１～１０の
アルキル基、アリール基及び上記シリルアルキル基からなる群から選択される基である。
ｉは該シリルアルキル基の階層を示している１～１０の整数であり、ａiは０～３の整数
である。
【００２４】
　式（５）中、Ｚは２価の有機基であり、アルキレン基、アリーレン基、アラルキレン基
、エステル含有２価有機基、エーテル含有２価有機基、ケトン含有２価有機基、アミド基
含有２価有機基が例示される。これらの中でも、次式(i)、(ii)、(iii)で示される有機基
が好ましく、なかでも、(i)で示されるものがより好ましい。
【００２５】
【化７】

【００２６】
　式中、Ｒ19は炭素原子数１～１０のアルキレン基であり、メチレン基、エチレン基、プ
ロピレン基、ブチレン基が例示される。これらの中でもエチレン基、プロピレン基が好ま
しく、プロピレン基がより好ましい。Ｒ20は炭素原子数１～１０のアルキル基であり、メ
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チル基、エチル基、プロピル基、ブチル基が例示される。これらの中でもメチル基が好ま
しい。Ｒ21は炭素原子数１～１０のアルキレン基であり、メチレン基、エチレン基、プロ
ピレン基、ブチレン基等のアルキレン基が例示される。これらの中でもエチレン基が好ま
しい。ｋは０～４の整数であり、ｌは０又は１である。
【００２７】
　また、式（５）中、Ｒ11は炭素原子数１～１０のアルキル基又はアリール基であり、ア
ルキル基としては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、イソプロ
ピル基、イソブチル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基が例示され、アリール基と
しては、フェニル基、ナフチル基が例示される。これらの中でもメチル基、フェニル基が
好ましく、メチル基がより好ましい。
　Ｘ1はｉ＝１とした場合の次式で示されるシリルアルキル基である。
【００２８】
【化８】

【００２９】
　式中、Ｒ11は前記と同じである。Ｒ12は炭素原子数２～１０のアルキレン基であり、エ
チレン基、プロピレン基、ブチレン基、ヘキシレン基などの直鎖状アルキレン基；メチル
メチレン基、メチルエチレン基、１－メチルペンチレン基、１，４－ジメチルブチレン基
等の分岐状アルキレン基が例示される。これらの中でも、エチレン基、メチルエチレン基
、ヘキシレン基、１－メチルペンチレン基、１，４－ジメチルブチレン基が好ましく、エ
チレン基がより好ましい。Ｒ13は炭素原子数１～１０のアルキル基であり、メチル基、エ
チル基、プロピル基、ブチル基、イソプロピル基が例示される。Ｘi+1は水素原子、炭素
原子数１～１０のアルキル基、アリール基および上記シリルアルキル基からなる群から選
択される基である。ａiは０～３の整数である。ｉは１～１０の整数であり、これは該シ
リルアルキル基の階層数、即ち、該シリルアルキル基の繰り返し数を示している。
【００３０】
　成分（Ｂ）のビニル系重合体としては、（B1）（B2）以外のビニル系単量体　０～９９
.９質量部と、（B2）一般式（６）：
【００３１】
【化９】

【００３２】
（式中、Ｙはラジカル重合可能な有機基であり、Ｒ11及びＸ1は前記と同じである。）
で表されるラジカル重合可能な有機基を有するカルボシロキサンデンドリマー　１００～
０．１質量部とを、（共）重合させてなるカルボシロキサンデンドリマー構造を含有する
ビニル系重合体が好ましい。
【００３３】
　上記式中、Ｙはラジカル重合可能な有機基であり、Ｒ11は炭素原子数１～１０のアルキ
ル基もしくはアリール基である。アルキル基としては、メチル基、エチル基、プロピル基
、ブチル基、ペンチル基、イソプロピル基、イソブチル基、シクロペンチル基、シクロヘ
キシル基が例示される。アリール基としては、フェニル基、ナフチル基が例示される。こ
れらの中でもメチル基，フェニル基が好ましく、メチル基が特に好ましい。
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【００３４】
　このビニル系重合体において、（B1）成分のビニル系単量体は、ラジカル重合性のビニ
ル基を有するものであれば良く、その種類等については限定されない。かかるビニル系単
量体としては、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ
）アクリル酸ｎ－プロピル、（メタ）アクリル酸イソプロピル、（メタ）アクリル酸ｎ－
ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル、（メタ
）アクリル酸ｎ－ヘキシル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル等の低級アルキル（メタ
）アクリレート；（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸オクチル
、（メタ）アクリル酸ラウリル、（メタ）アクリル酸ステアリル等の高級アルキル（メタ
）アクリレート；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、カプロン酸ビニル、２
－エチルヘキサン酸ビニル、ラウリン酸ビニル、ステアリン酸ビニル等の脂肪酸ビニルエ
ステル；スチレン、ビニルトルエン、ベンジル（メタ）アクリレート、フェノキシエチル
（メタ）アクリレート等の芳香族含有単量体；（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール
（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシメチル（メタ）アクリルアミド、イソブトキシメ
トキシ（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、ビニルピロ
リドン、Ｎ－ビニルアセトアミド等のアミド基含有ビニル型単量体；（メタ）アクリル酸
ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシプロピル、グリセリル（メタ）アクリ
レート、ヒドロキシエチルアクリルアミド等の水酸基含有ビニル型単量体；（メタ）アク
リル酸、イタコン酸、クロトン酸、フマル酸、マレイン酸等のカルボン酸含有ビニル型単
量体及びそれらの塩；テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、ブトキシエチル（
メタ）アクリレート、エトキシジエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレ
ングリコール（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールモノ（メタ）アクリレー
ト、ヒドロキシブチルビニルエーテル、セチルビニルエーテル、２ーエチルヘキシルビニ
ルエーテル等のエーテル結合含有ビニル型単量体；（メタ）アクリル酸グリシジル、（メ
タ）アリルグリシジルエーテル、メタクリロイルオキシエチルイソシアネート、（メタ）
アクリロキシプロピルトリメトキシシラン等の反応性基含有モノマー；片末端に（メタ）
アクリル基を含有したポリジメチルシロキサン、片末端にスチリル基を含有するポリジメ
チルシロキサンなどのマクロモノマー類；ブタジエン；塩化ビニル；塩化ビニリデン；（
メタ）アクリロニトリル；フマル酸ジブチル；無水マレイン酸；スチレンスルホン酸、ア
クリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸のようなスルホン酸基を有するラジカル重
合性不飽和単量体、およびそれらのアルカリ金属塩、アンモニウム塩、有機アミン塩；２
－ヒドロキシ－３－メタクリルオキシプロピルトリメチルアンモニウムクロライドのよう
な（メタ）アクリル酸から誘導される４級アンモニウム塩；メタクリル酸ジエチルアミノ
エチルのような３級アミノ基を有するアルコールのメタクリル酸エステル、ビニルピリジ
ンおよびそれらの４級アンモニウム塩などが例示される。
【００３５】
　また、多官能ビニル系単量体も使用可能であり、例えば、トリメチロールプロパントリ
（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、エチレングリ
コールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポ
リエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，４－ブタンジオールジ（メタ）アク
リレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコール
ジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリオキシエチル（メタ）アクリレー
ト、トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートジ（メタ）アクリレート、トリス
（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートトリ（メタ）アクリレート、スチリル基封鎖
ポリジメチルシロキサンなどの不飽和基含有シリコ－ン化合物等が例示される。
【００３６】
　成分（B2）のカルボシロキサンデンドリマーは、一般式（６）で表されるラジカル重合
可能な有機基を有するものであれば良く、その種類等については特に限定されない。一般
式（６）中、Ｙはラジカル重合可能な有機基であり、ラジカル反応可能な有機基であれば
よいが、具体的には、下記一般式で表される（メタ）アクリロキシ基含有有機基、（メタ
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ル基等が挙げられる。
【００３７】
【化１０】

【００３８】
（式中、Ｒ14及びＲ16は水素原子又はメチル基であり、Ｒ15及びＲ18は炭素原子数１～１
０のアルキレン基であり、Ｒ17は炭素原子数１～１０のアルキル基である。ｑは０～４の
整数であり、ｒは０または１である。）
【００３９】
　このようなラジカル重合可能な有機基としては、例えば、２－アクリロイルオキシエチ
ル基、３－アクリロイルオキシプロピル基、２－メタクリロイルオキシエチル基、３－メ
タクリロイルオキシプロピル基、４－ビニルフェニル基、３－ビニルフェニル基、４－（
２－プロペニル）フェニル基、３－（２－プロペニル）フェニル基、２－（４－ビニルフ
ェニル）エチル基、２－（３－ビニルフェニル）エチル基、ビニル基、アリル基、メタリ
ル基、５－ヘキセニル基が挙げられる。
【００４０】
　一般式（６）において、ｉ＝１、すなわちシリルアルキル基の階層数が１である場合、
（B2）成分のカルボシロキサンデンドリマーは、一般式：
【００４１】
【化１１】

【００４２】
（式中、Ｙ、Ｒ11、Ｒ12およびＲ13は前記と同じであり、Ｒ22は水素原子または前記Ｒ11

と同じである。ａ1は前記ａiと同じであるが、１分子中のａ1の平均合計数は０～７であ
る。）で表される。
　このようなラジカル重合可能な有機基を含有するカルボキシデンドリマー(B2)としては
、下記平均組成式で示されるカルボシロキサンデンドリマーが例示される。
【００４３】
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【００４４】
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【化１３】

【００４５】
　なかでも、成分（Ｂ）は、下記平均組成式で示されるものがより好ましい。
【００４６】

【化１４】

【００４７】
　このようなカルボシロキサンデンドリマーは、例えば、特開平１１―１５３０号公報、
特開２０００－６３２２５号公報等に記載された製造方法に従って製造することができる
。
【００４８】
　本発明で用いられるデンドリマー構造を含有するビニル系重合体において、上記（B1）
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成分と（B2）成分の質量割合は、（B1）：（B2）＝０：１００～９９．９：０．１が好ま
しく、５：９５～９０：１０がより好ましく、更に１０：９０～８０：２０となる範囲で
あるのが好ましい。
【００４９】
　本発明で用いられる成分（Ｂ）のカルボシロキサンデンドリマー構造を有するビニル系
重合体の数平均分子量は、化粧品原料としての配合のしやすさから、好ましくは、３，０
００～２，０００，０００であり、さらに好ましくは、５，０００～８００，０００であ
る。また、その性状は、常温で液状、ガム状、ペースト状、固体状などのいずれでも良い
が、得られる化粧皮膜の持続性の観点から、固体状のものが好ましい。また、配合性の観
点からは、溶媒によって希釈された溶液や分散液であることが好ましい。溶媒としては、
デカメチルテトラシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、デカメチルシクロペンタシ
ロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、イソドデカンが好ましく、デカメチル
シクロペンタシロキサン、イソドデカンがより好ましい。
【００５０】
　カルボシロキサンデンドリマー構造を側鎖に有するビニル系重合体としては、シリコー
ンデンドリマー・アクリル共重合体が好ましく、ＦＡ４００１ＣＭ（デカメチルシクロペ
ンタシロキサン溶液）、ＦＡ４００２ＩＤ（イソドデカン溶液）（以上、東レ・ダウコー
ニング社製）等の市販品を用いることができる。
【００５１】
　成分（Ｂ）は、１種又は２種以上を用いることができ、肌上へ均一な化粧膜を形成し、
肌への密着性に優れる点から、含有量は、全組成中に０．１質量％以上であり、０．２質
量％以上が好ましく、０．３質量％以上がより好ましく、２０質量％以下であり、１０質
量％以下が好ましく、６質量％以下がより好ましく、５質量％以下がよりさらに好ましい
。また、成分（Ｂ）の含有量は、全組成中に０．１～２０質量％であり、０．２～１０量
％が好ましく、０．３～６質量％がより好ましく、０．３～５質量％がよりさらに好まし
い。なお、肌への密着性に優れるとは、肌と油中水型乳化化粧料のフィット感であり、鏡
で見た時に、化粧料が肌に対して追随性に優れていることを表している。
【００５２】
　本発明において、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合（Ａ）／（Ｂ）は、肌への密着性
に優れ、艶のある仕上がりが得られ、時間を経ても密着性を維持するとともに、色移りを
抑制する点から、０．１以上が好ましく、０．２以上がより好ましく、０．３以上がさら
に好ましく、５０以下が好ましく、３０以下がより好ましく、４以下がさらに好ましい。
また、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合（Ａ）／（Ｂ）は、０．１～５０が好ましく、
０．２～３０がより好ましく、０．３～４がさらに好ましい。
【００５３】
　成分（Ｃ）の高重合ポリエーテル変性シリコーンは、前記一般式（１）で表されるもの
である。式中、Ｒはメチル基又はフェニル基であり、Ａはメチル基、フェニル基および一
般式：－Ｃ3Ｈ6Ｏ（Ｃ2Ｈ4Ｏ）a（Ｃ3Ｈ6Ｏ）bＲ'で示されるポリオキシアルキレン基か
らなる群から選択される基である。上式で示されるポリオキシアルキレン基において、Ｒ
'は水素原子、アシル基及び炭素数１～４のアルキル基から選択される基である。アシル
基としては、ホルミル基、アセチル基、プロピオニル基、ブチリル基、アクリロイル基、
ベンゾイル基、トルオイル基等が挙げられ、炭素原子数１～４のアルキル基としては、メ
チル基、エチル基、ｉ－プロピル基、ｎ－プロピル基、ｔ－ブチル基、ｎ－ブチル基等が
挙げられる。また、ａは２０～５０の整数であり、２０～３０が好ましく、ｂは２０～５
０の整数であり、２０～３０が好ましい。成分（Ｃ）中、ポリオキシアルキレン基の含有
量は特に限定されないが、ポリオキシアルキレン基の含有量が２０～７０質量％であるの
が好ましい。
　また、ｍは１５０～１０００の整数であり、２００～６００が好ましく、ｎは１～２０
の整数であり、１～１０が好ましい。
【００５４】
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　このような高重合ポリエーテル変性シリコーンとしては、例えば、次の一般式で表され
るものが挙げられる。
【００５５】
【化１５】

【００５６】
（式中、Ｒ、Ｒ’、ｍ、ｎ、ａ及びｂは、前記と同じ意味を示す）
　成分（Ｃ）の高重合ポリエーテル変性シリコーンとしては、ＢＹ２２－００８Ｍ（シク
ロペンタシロキサン溶液）、ＢＹ１１－０３０（シクロペンタシロキサン溶液）（以上、
東レ・ダウコーニング社製）等の市販品を用いることができる。
【００５７】
　成分（Ｃ）は、１種又は２種以上を用いることができ、肌への密着性に優れ、乳化安定
性に優れる点から、含有量は、全組成中に０．０１質量％以上であり、０．０５質量％以
上が好ましく、０．１質量％以上がより好ましく、０．５質量％以上がよりさらに好まし
く、２０質量％以下であり、１０質量％以下が好ましく、２質量％以下がより好ましい。
また、成分（Ｃ）の含有量は、全組成中に０．０１～２０質量％であり、０．０５～１０
質量％が好ましく、０．１～２質量％がより好ましい。
【００５８】
　本発明において、成分（Ａ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）は、肌への密着性
に優れ、艶のある仕上がりが得られ、時間を経ても密着性を維持するとともに、色移りを
抑制する点から、０．０５以上であり、０．５以上が好ましく、１以上がより好ましく、
２００以下であり、１００以下が好ましく、５０以下がより好ましい。また、成分（Ａ）
と成分（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）は、０．０５～２００であり、０．５～１００が
好ましく、１～５０がより好ましい。
【００５９】
　また、成分（Ｂ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ｂ）／（Ｃ）は、肌への密着性に優れ、艶
のある仕上がりが得られ、時間を経ても密着性を維持するとともに、色移りを抑制する点
から、０．０５以上が好ましく、０．１以上がより好ましく、０．３以上がさらに好まし
く、１００以下が好ましく、６０以下がより好ましく、３０以下がさらに好ましい。また
、成分（Ｂ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ｂ）／（Ｃ）は、０．０５～１００が好ましく、
０．１～６０がより好ましく、０．３～３０がさらに好ましい。
【００６０】
　成分（Ｄ）の不揮発性油は、２５℃で液状のものである。ここで、液状とは流動性を有
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するもので、クリーム状やペースト状のものも含まれる。また、不揮発性とは、２５℃、
常圧で２４時間放置後の重量減少率が１％以下のものである。
　また、成分（Ｄ）の不揮発性油性物質は、のびが良く、べたつきを抑制し、肌への密着
性を向上させる点から、溶解度パラメーター（ＳＰ値）が１６．５以上であり、１７．５
以上が好ましく、１９以上がより好ましく、２３以下が好ましく、２２以下がより好まし
い。また、成分（Ｄ）の溶解度パラメーターは、１６．５～２３が好ましく。１７．５～
２２がより好ましく、１９～２２がさらに好ましい。
【００６１】
　ここで、ＳＰ値とは、溶解度パラメーターδであって、液体の分子凝集エネルギーＥと
分子容Ｖからδ＝（Ｅ／Ｖ）1/2（Ｊ/ｃｍ3）で与えられる物質定数である。ＳＰ値は、
各種方法で求められるが、本発明においては、Fedorsの方法に従い （J. BRANDR UP著「P
OLYMER HANDBOOK 4th 」JHON WILEY & SONS,INC 1999年発行）、VII685～686項に示され
るパラメーターを用いて求めたものである。
【００６２】
　具体的には、例えば、イソノナン酸イソトリデシル（１６．５）、リンゴ酸ジイソステ
アリル（１７．９）、ミリスチン酸イソステアリル（１６．９）、トリイソステアリン（
１７．１）、リン酸トリスエトキシジグリコール（１８．１）、ジカプリン酸ネオペンチ
ルグリコール（１８．２）、トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル（１８．６）、ジイソ
ステアリン酸ジグリセリル（１８．７）、モノイソステアリン酸モノミリスチン酸グリセ
リル（１９．１）、パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル（１９．２）、ｄｌ－α－
トコフェロール（１９．４）、メチルフェニルポリシロキサン（２０．０）、モノイソス
テアリン酸ジグリセリル（２１．７）等の極性油が挙げられる。
【００６３】
　成分（Ｄ）の不揮発性油は１種又は２種以上用いることができ、のびが良く、艶のある
仕上がりが得られる点から、含有量は、全組成中に０．１質量％以上であり、０．５質量
％以上が好ましく、１質量％以上がより好ましく、１０質量％以下であり、８質量％以下
が好ましく、６質量％以下がより好ましい。また、成分（Ｄ）の含有量は、全組成中に０
．１～１０質量％であり、０．５～８質量％が好ましく、１～６質量％がより好ましい。
【００６４】
　また、成分（Ａ）と成分（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（Ｄ）は、肌への密着性に優れ、艶
のある仕上がりが得られ、時間を経ても密着性を維持するとともに、色移りを抑制する点
から、０．０５以上が好ましく、０．１以上がより好ましく、０．３以上がさらに好まし
く、３０以下が好ましく、１０以下がより好ましく、３．３以下がさらに好ましい。また
、成分（Ａ）と成分（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（Ｄ）は、０．０５～３０が好ましく、０
．１～１０がより好ましく、０．３～３．３がさらに好ましい。
【００６５】
　成分（Ｅ）の揮発性のシリコーン油は、沸点が常圧において２６０℃以下である低沸点
鎖状シリコーン油、低沸点環状シリコーン油が好ましい。
　低沸点鎖状シリコーン油は、次の一般式：
【００６６】
【化１６】

【００６７】
〔式中、ｓは０～５の整数を示す。〕
で表され、具体例としては、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、
デカメチルテトラシロキサン、ヘキサデカメチルヘプタシロキサン等が挙げられる。市販
品としては、シリコーンSH200 C Fluid(2cs)（東レ・ダウコーニング社製）等が例示され
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る。
　また、低沸点環状シリコーン油は、次の一般式：
【００６８】
【化１７】

【００６９】
〔式中、ｂは３～６の整数を示す。〕
で表され、具体例としては、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペ
ンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、テトラデカメチルシクロへプタ
シロキサン等が挙げられる。市販品としては、シリコーンSH245（東レ・ダウコーニング
社製）等が例示される。
　成分（Ｅ）の揮発性のシリコーン油としては、デカメチルテトラシロキサン、オクタメ
チルトリシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、オクタメチルシクロテトラシ
ロキサンが好ましい。
【００７０】
　成分（Ｅ）の揮発性のシリコーン油は、１種又は２種以上用いることができ、肌への密
着性に優れ、使用感に優れる点から、含有量は、全組成中に１質量％以上であり、１０質
量％以上が好ましく、２５質量％以上がより好ましく、６０質量％以下であり、５０質量
％以下が好ましく、４５質量％以下がより好ましい。また、成分（Ｅ）の含有量は、全組
成中に１～６０質量％であり、１０～５０質量％が好ましく、２５～４５質量％がより好
ましい。
【００７１】
　本発明の油中水型乳化化粧料は、さらに、（Ｆ）疎水化処理粉体を含有することができ
る。
　成分（Ｆ）の粉体は、通常の化粧料に用いられる粉体を疎水化処理したものである。
　処理される粉体としては、通常の化粧料に用いられる体質顔料、着色顔料であれば制限
されず、例えば、ケイ酸、無水ケイ酸、ケイ酸マグネシウム、タルク、セリサイト、マイ
カ、カオリン、ベンガラ、クレー、ベントナイト、チタン被膜雲母、オキシ塩化ビスマス
、酸化ジルコニウム、酸化マグネシウム、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化アルミニウム、硫
酸カルシウム、硫酸バリウム、硫酸マグネシウム、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、
酸化鉄、群青、酸化クロム、水酸化クロム、カラミン及びカーボンブラック、これらの複
合体等の無機粉体；ポリアミド、ポリエステル、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリウ
レタン、ビニル樹脂、尿素樹脂、フェノール樹脂、フッ素樹脂、ケイ素樹脂、アクリル樹
脂、メラミン樹脂、エポキシ樹脂、ポリカーボネート樹脂、ジビニルベンゼン・スチレン
共重合体、シルクパウダー、セルロース、長鎖アルキルリン酸金属塩、Ｎ－モノ長鎖アル
キルアシル塩基性アミノ酸、これらの複合体等の有機粉体；さらに、上記無機粉体と有機
粉体との複合粉体などが挙げられる。
【００７２】
　粉体を疎水化処理するには、公知の疎水化処理剤及び公知の疎水化処理方法を用いれば
良く、例えば、フッ素化合物、シリコーン系化合物、金属石鹸、油剤等の表面処理剤を用
い、乾式処理、湿式処理等を行うことができる。表面処理剤の具体例としては、パーフル
オロアルキルリン酸エステル、パーフルオロアルキルアルコキシシラン等のフッ素系化合
物；メチルハイドロジェンポリシロキサン、環状シリコーン、片末端又は両末端トリアル
コキシ基変性オルガノポリシロキサン等のシリコーン系化合物；ステアリン酸アルミニウ
ム、ステアリン酸亜鉛等の金属石鹸；ラウロイルリジン等のアミノ酸系化合物などが挙げ
られる。中でも、肌への付着性、油相への分散性の点から、シリコーン処理が好ましい。
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【００７３】
　疎水化処理量は粉体によって異なるが、処理される粉体の質量に対して、分散性に優れ
る点から、０．０５質量％以上が好ましく、０．１質量％以上がより好ましい。そして、
分散性に優れる点から、５０質量％以下が好ましく、２０質量％以下がより好ましい。ま
た、疎水化処理量は、粉体質量に対して、０．０５～５０質量％であるのが好ましく、０
．１～２０質量％処理されるのがより好ましい。
【００７４】
　成分（Ｆ）は、カバー力に優れ、仕上がりの点から、平均粒子径が０．１～２０μｍ、
更に、０．１～１０μｍであるのが好ましい。
　なお、本発明において、成分（Ｆ）の粒子径は、電子顕微鏡観察、レーザー回折／散乱
法による粒度分布測定機によって、測定される。具体的には、レーザー回折／散乱法の場
合、エタノールを分散媒として、レーザー回折散乱式粒度分布測定器（例えば、堀場製作
所製、ＬＡ－９２０）で測定する。
【００７５】
　成分（Ｆ）は、１種又は２種以上を用いることができ、肌に自然な化粧効果を付与する
点から、含有量は、全組成中に０．１質量％以上が好ましく、３質量％以上がより好まし
く、１０質量％以上がさらに好ましく、４０質量％以下が好ましく、３５質量％以下がよ
り好ましく、３０質量％以下がさらに好ましい。また、成分（Ｆ）の含有量は、全組成中
に０．１～４０質量％が好ましく、３～３５質量％がより好ましく、１０～３０質量％が
さらに好ましい。
【００７６】
　本発明に用いられる水の含有量は、使用感、保存安定性の点から、全組成中に、５質量
％以上が好ましく、１０質量％以上がより好ましく、６０質量％以下が好ましく、４０質
量％以下がより好ましい。また、水の含有量は、全組成中に５～６０質量％であるのが好
ましく、１０～４０質量％がより好ましい。
【００７７】
　本発明の油中水型乳化化粧料は、前記成分のほか、通常の化粧料に用いられる成分、例
えば、前記以外の油性成分、前記以外の粉体、前記以外の水溶性及び油溶性ポリマー、前
記以外の界面活性剤、エタノール、多価アルコール、防腐剤、酸化防止剤、色素、増粘剤
、pH調整剤、香料、保湿剤、血行促進剤、冷感剤、制汗剤、殺菌剤、皮膚賦活剤などを含
有することができる。
【００７８】
　本発明の油中水型乳化化粧料は、通常の方法に従って製造することができる。
　また、化粧水、乳液、クリーム、美容液、洗浄剤等のスキンケア化粧料；ファンデーシ
ョン、化粧下地、ほお紅、アイシャドウ、マスカラ、アイライナー、アイブロウ、オーバ
ーコート剤、口紅等のメイクアップ化粧料などとして適用することができる。中でも、フ
ァンデーション、化粧下地が好ましい。
　上述した実施形態に関し、本発明は、更に以下の組成物を開示する。
【００７９】
＜１＞次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）及び（Ｅ）：
（Ａ）２５℃で液状のパーフルオロポリエーテル　　０．０１～２０質量％、
（Ｂ）カルボシロキサンデンドリマー構造を側鎖に有するビニル系重合体　　０．１～２
０質量％、
（Ｃ）一般式（１）
【００８０】
【化１８】
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【００８１】
（式中、Ａはメチル基、フェニル基及び一般式：－Ｃ3Ｈ6Ｏ（Ｃ2Ｈ4Ｏ）a（Ｃ3Ｈ6Ｏ）b

Ｒ’（Ｒ’は水素原子、アシル基及び炭素数１～４のアルキル基から選択される基を示し
、ａは２０～５０の整数であり、ｂは２０～５０の整数である）で示されるポリオキシア
ルキレン基から選択される基を示し、Ｒはメチル基又はフェニル基を示し、ｍは１５０～
１０００の整数を示し、ｎは１～２０の整数を示す。ただし、分子中のＡのうち、少なく
とも１個はポリオキシアルキレン基を示す。］
で表される高重合ポリエーテル変性シリコーン　　０．０１～２０質量％、
（Ｄ）２５℃で液状であり、かつ溶解度パラメーターが１６．５以上の不揮発性油　　０
．１～１０質量％、
（Ｅ）揮発性のシリコーン油　１～６０質量％
を含有し、成分（Ａ）及び（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）が、０．０５～２００である
油中水型乳化化粧料。
【００８２】
＜２＞成分（Ａ）は、重量平均分子量が、好ましくは５００以上であって、１０００以上
がより好ましく、５０００以下が好ましく、４５００以下がより好ましい前記＜１＞記載
の油中水型乳化化粧料。
＜３＞成分（Ａ）が、好ましくは、下記一般式（２）
【００８３】
【化１９】

【００８４】
（式中、Ｒ1、Ｒ3、Ｒ4及びＲ5は、同一又は異なって、フッ素原子、パーフルオロアルキ
ル基又はパーフルオロアルキルオキシ基を示し、Ｒ2はフッ素原子又はパーフルオロアル
キル基を示し、ｄ、ｅ及びｆは分子量が５００～５０００となる０以上の数を示す。ただ
し、ｄ＝ｅ＝ｆ＝０となることはない。ここで、カッコ内に示される各パーフルオロアル
キレンオキシ基はこの順で並んでいる必要はなく、またランダム重合でもブロック重合で
も構わない）
で表わされるものであって、一般式（３）又は（４）
【００８５】
【化２０】

【００８６】
（式中、ｇ及びｈは分子量が５００～５０００となる数を示し、ｇ／ｈは０．２～２であ
る）
【００８７】
【化２１】

【００８８】
（式中、ｊは４～５００の数を示す）
で表わされるものがより好ましい前記＜１＞又は＜２＞記載の油中水型乳化化粧料。
＜４＞成分（Ａ）の含有量が、好ましくは、全組成中に０．１質量％以上であって、１質
量％以上がより好ましく、１５質量％以下が好ましく、１０質量％以下がより好ましく、
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～１０質量％がより好ましい前記＜１＞～＜３＞のいずれか１記載の油中水型乳化化粧料
。
＜５＞成分（Ｂ）において、カルボシロキサンデンドリマー構造が、次式（５）
【００８９】
【化２２】

【００９０】
（式中、Ｚは２価の有機基であり、ｐは０又は１であり、Ｒ11は炭素原子数１～１０のア
ルキル基又はアリール基である。Ｘ1はｉ＝１とした場合の次式で示されるシリルアルキ
ル基である。
【００９１】

【化２３】

【００９２】
（式中、Ｒ11は前記と同じであり、Ｒ12は炭素原子数２～１０のアルキレン基であり、Ｒ
13は炭素原子数１～１０のアルキル基であり、Ｘi+1は水素原子、炭素原子数１～１０の
アルキル基、アリール基及び上記シリルアルキル基からなる群から選択される基である。
ｉは該シリルアルキル基の階層を示している１～１０の整数であり、ａiは０～３の整数
である。））
で表される基である前記＜１＞～＜４＞のいずれか１記載の油中水型乳化化粧料。
【００９３】
＜６＞成分（Ｂ）の含有量が、好ましくは、０．２質量％以上であって、０．３質量％以
上がより好ましく、１０質量％以下が好ましく、６質量％以下がより好ましく、５質量％
以下がよりさらに好ましく、また、成分（Ｂ）の含有量は、好ましくは、全組成中に０．
２～１０量％であって、０．３～６質量％がより好ましく、０．３～５質量％がよりさら
に好ましい前記＜１＞～＜５＞のいずれか１記載の油中水型乳化化粧料。
＜７＞成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合（Ａ）／（Ｂ）が、好ましくは、０．１以上で
あって、０．２以上がより好ましく、０．３以上がさらに好ましく、５０以下が好ましく
、３０以下がより好ましく、４以下がさらに好ましい、また、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の
質量割合（Ａ）／（Ｂ）は、好ましくは、０．１～５０であって、０．２～３０がより好
ましく、０．３～４がさらに好ましい前記＜１＞～＜６＞のいずれか１記載の油中水型乳
化化粧料。
＜８＞成分（Ｃ）が、好ましくは、次の一般式
【００９４】
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【化２４】

【００９５】
（式中、Ｒはメチル基又はフェニル基を示し、Ｒ’は水素原子、アシル基及び炭素数１～
４のアルキル基から選択される基を示し、ｍは１５０～１０００の整数を示し、ｎは１～
２０の整数を示し、ａは２０～５０の整数を示し、ｂは２０～５０の整数を示す）
で表されるものである前記＜１＞～＜７＞のいずれか１記載の油中水型乳化化粧料。
＜９＞成分（Ｃ）の含有量が、好ましくは、全組成中に０．０５質量％以上であって、０
．１質量％以上がより好ましく、０．５質量％以上がよりさらに好ましく、１０質量％以
下が好ましく、２質量％以下がより好ましく、また、成分（Ｃ）の含有量は、好ましくは
、全組成中に０．０５～１０質量％であって、０．１～２質量％がより好ましい前記＜１
＞～＜８＞のいずれか１記載の油中水型乳化化粧料。
【００９６】
＜１０＞成分（Ａ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）が、好ましくは、０．５以上
であって、１以上がより好ましく、１００以下が好ましく、５０以下がより好ましく、ま
た、成分（Ａ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）は、好ましくは、０．５～１００
であって、１～５０がより好ましい前記＜１＞～＜９＞のいずれか１記載の油中水型乳化
化粧料。
＜１１＞成分（Ｂ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ｂ）／（Ｃ）が、好ましくは、０．０５以
上であって、０．１以上がより好ましく、０．３以上がさらに好ましく、１００以下が好
ましく、６０以下がより好ましく、３０以下がさらに好ましく、また、成分（Ｂ）と成分
（Ｃ）の質量割合（Ｂ）／（Ｃ）は、好ましくは、０．０５～１００であって、０．１～
６０がより好ましく、０．３～３０がさらに好ましい前記＜１＞～＜１０＞のいずれか１
記載の油中水型乳化化粧料。
【００９７】
＜１２＞成分（Ｄ）の不揮発性油が、好ましくは、溶解度パラメーター（ＳＰ値）が、１
７．５以上であって、１９以上がより好ましく、２３以下が好ましく、２２以下がより好
ましく、また、成分（Ｄ）の溶解度パラメーターは、好ましくは、１６．５～２３であっ
て、１７．５～２２がより好ましく、１９～２２がさらに好ましい前記＜１＞～＜１１＞
のいずれか１記載の油中水型乳化化粧料。
＜１３＞成分（Ｄ）の含有量が、好ましくは、全組成中に０．５質量％以上であって、１
質量％以上がより好ましく、８質量％以下が好ましく、６質量％以下がより好ましく、ま
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た、成分（Ｄ）の含有量は、好ましくは、全組成中に０．５～８質量％であって、１～６
質量％がより好ましい前記＜１＞～＜１２＞のいずれか１記載の油中水型乳化化粧料。
＜１４＞成分（Ａ）と成分（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（Ｄ）が、好ましくは、０．０５以
上であって、０．１以上がより好ましく、０．３以上がさらに好ましく、３０以下が好ま
しく、１０以下がより好ましく、３．３以下がさらに好ましく、また、成分（Ａ）と成分
（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（Ｄ）は、好ましくは、０．０５～３０であって、０．１～１
０がより好ましく、０．３～３．３がさらに好ましい前記＜１＞～＜１３＞のいずれか１
記載の油中水型乳化化粧料。
＜１５＞成分（Ｅ）の揮発性のシリコーン油が、好ましくは、次の一般式：
【００９８】
【化２５】

【００９９】
〔式中、ｓは０～５の整数を示す。〕
で表される低沸点鎖状シリコーン油、又は、次の一般式：
【０１００】
【化２６】

【０１０１】
〔式中、ｂは３～６の整数を示す。〕
で表される低沸点環状シリコーン油であって、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチル
トリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、ヘキサデカメチルヘプタシロキサン、オ
クタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチル
シクロヘキサシロキサン、テトラデカメチルシクロへプタシロキサンがより好ましく、デ
カメチルテトラシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、デカメチルシクロペンタシロ
キサン、オクタメチルシクロテトラシロキサンがさらに好ましい前記＜１＞～＜１４＞の
いずれか１記載の油中水型乳化化粧料。
＜１６＞成分（Ｅ）の含有量が、好ましくは、全組成中に１０質量％以上であって、２５
質量％以上がより好ましく、５０質量％以下が好ましく、４５質量％以下がより好ましく
、また、成分（Ｅ）の含有量は、好ましくは、全組成中に１０～５０質量％であって、２
５～４５質量％がより好ましい前記＜１＞～＜１５＞のいずれか１記載の油中水型乳化化
粧料。
【０１０２】
＜１７＞さらに、（Ｆ）疎水化処理粉体を含有する前記＜１＞～＜１６＞のいずれか１記
載の油中水型乳化化粧料。
＜１８＞成分（Ｆ）の含有量が、好ましくは、全組成中に０．１質量％以上であって、３
質量％以上がより好ましく、１０質量％以上がさらに好ましく、４０質量％以下が好まし
く、３５質量％以下がより好ましく、３０質量％以下がさらに好ましく、また、成分（Ｆ
）の含有量は、好ましくは、全組成中に０．１～４０質量％であって、３～３５質量％が
より好ましく、１０～３０質量％がさらに好ましい前記＜１７＞記載の油中水型乳化化粧
料。
＜１９＞水の含有量が、好ましくは、全組成中に、５質量％以上であって、１０質量％以
上がより好ましく、６０質量％以下が好ましく、４０質量％以下がより好ましく、また、
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水の含有量が、全組成中に、５～６０質量％であって、１０～４０質量％がより好ましい
前記＜１＞～＜１８＞のいずれか１記載の油中水型乳化化粧料。
【実施例】
【０１０３】
実施例１～１２、比較例１～５
　表１及び表２に示す組成の油中水型乳化化粧料を製造し、各油中水型乳化化粧料をスポ
ンジで肌に塗布した直後の「付着状態」、「肌への密着性」及び「艶のある仕上がり」、
塗布後４時間経過後の「密着性」及び「ティッシュへの色移りのしにくさ」を評価した。
結果を表１及び表２に併せて示す。
【０１０４】
（製造方法）
　実施例１～１２、比較例１～５について、全量を３００ｇのスケールで計量を行う。成
分（Ａ）～（Ｅ）を含む油相について、ディスパー（５００ｒ／min、５分）を用いて予
備分散を行う。次に、粉体相を油相中に分散（１５００ｒ／min、１０分）させ、粉体相
が均一に分散したことを確認する。粉体相が均一になった油相を用い、ディスパー（１５
００ｒ／min）で攪拌しながら徐々に水相を添加して、乳化を行い、乳化保持をした後、
ホモミキサーで粘度調整（５０００ｒ／min）を行い、脱泡して、油中水型乳化化粧料を
得た。
【０１０５】
（評価方法）
　１５名の専門パネラーが、各油中水型乳化化粧料をスポンジで肌に塗布した直後の「付
着状態」、「肌への密着性」及び「艶のある仕上がり」、塗布後２５℃、４時間経過後の
「密着性」及び「ティッシュへの色移りのしにくさ」を、以下の基準で評価した。結果を
１５名の積算値で示す。
【０１０６】
（１）塗布直後の付着状態；
４；均一に付着している。
３；やや均一に付着している。
２；あまり均一に付着していない。
１；均一に付着していない。
【０１０７】
（２）塗布直後の肌への密着性；
４；密着性がある。
３；やや密着性がある。
２；あまり密着性がない。
１；密着性がない。
【０１０８】
（３）塗布直後の艶のある仕上がり；
４；仕上がりに艶がある。
３；仕上がりにやや艶がある。
２；仕上がりにあまり艶がない。
１；仕上がりに艶がない。
【０１０９】
（４）塗布後、４時間経過後の密着性；
４；密着性がある。
３；やや密着性がある。
２；あまり密着性がない。
１；密着性がない。
【０１１０】
（５）塗布後、４時間経過後のティッシュへの色移りのしにくさ；
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４；色移りしにくい。
３；あまり色移りしない。
２；やや色移りする。
１；色移りする。
【０１１１】
【表１】

【０１１２】
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